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１ 広島市中心部の現状と課題 

(1) 現状と課題 

   広島市中心部は、中国・四国地方最大の商業地であり、多くの商業・業務機能が集積

している。しかし、メインの通りを一歩入ると、歩道がなく幅員の狭い道路なども多く、

また敷地内に荷さばきスペースのない小規模な店舗が多いことから、貨物車による荷さ

ばきのための路上駐車が日常的に行われているため、来街者（歩行者）の安全性や回遊

性に支障を来たしている。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ■路上駐車の状況 H19.6.8(8:00～20:00) 

  

 

 

 

 

広島市中心部「まちなか」における環境にやさしい物流に向けた取組について 

（出典：平成 19年度ひろしま物流まちづくり調査  報告書より） 
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２ これまでの取組 

  (1)「ひろしま物流まちづくり調査委員会（※１）」の取組【平成 18年度～平成 20年度】 

    貨物車駐車可規制の導入とトラックベイの整備を行う等、貨物車の路上駐車問題に対

して最も即効性がある荷さばきスペースを新たに確保した。 

 

貨物車駐車可規制（２か所） 

 

 

 

 

 

 

トラックベイの整備（２か所） 

    

 

 

 

    

 

 

    (※１)ひろしま物流まちづくり調査委員会（平成 18年設立） 

        主な構成メンバー：学識経験者、経済産業省、国土交通省、広島県、広島市、 

     広島商工会議所、運送業界、広島市中央部商店街振興組合連合会 

      事務局：（社）広島県トラック協会 

 

 

(2)「広島市都心交通対策実行委員会（※２）」の取組【平成 20年度～】 

    物流の効率化による貨物車の流入量自体の削減が見込まれる「共同集配」につい

ては、荷主の主体性や行政のバックアップが不可欠であることから、当委員会に場

を移して検討を行った。さらに、より具体的な検討を行うための下部組織としてプ

ロジェクトチームを立ち上げ、平成２１年度の社会実験に向けた調整・準備を行っ

た。 

 

    (※２)広島市都心交通対策実行委員会（平成８年設立） 

        主な構成メンバー：広島市中央部商店街振興組合連合会、広島商工会議所、          

（社）広島県トラック協会、国土交通省、広島市 

 

       事務局：広島市（道路交通局） 

 

  

 

（NTT 袋町ビル東側市道） 

ＮＴＴ袋町ビル東側市道 クリスタルプラザ北側市道 

国道 54号山口銀行前 ANAクラウンホテル前副道 
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３ 平成２１年度 共同集配社会実験の概要 

(1) 実施主体 

広島市都心交通対策実行委員会、広島市中央部商店街振興組合連合会 

 

(2) 実施期間 

平成 21年 10月 1日（木）から平成 21年 11 月 30日（月）までの 2 か月間 

 

(3) 参加事業者 

   ９社（共同集配事業者である福山通運㈱を含む） 

 

(4) 対象エリア・対象貨物 

広島市中央部商店街振興組合連合会の商店街の加盟店舗に集配される一般商業貨物 

 

 (5) 実施方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)  路上駐車台数の変化 
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注：営業用貨物車は、社会実験参加

を要請した事業者のトラック台数 

 

実験期間中と実験期間外の路上駐車台数(貨物車)の変化 

各物流事業者
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広島市中心部 

荷主 
（店舗、ｵﾌｨｽ

等） 
 

 
 

 
 

①共同集配事業者の営業所を共同集配セン
ターとし、各社から搬入された荷物と自社
の荷物をトラックに積載 

 

 

 

②預かった各社の荷物と自社の荷物を
トラックで巡回しながら各荷主へ集配
達 

※7:00~19:00の台数 
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４ 平成２２年度 まちなかｅｃｏカーゴステーション社会実験の概要 

(1) 実施主体 

広島市都心交通対策実行委員会、広島市中央部商店街振興組合連合会 

 

(2) 実施期間 

平成 22年 12月 1日（水）から平成 23年 3 月 31日（木）までの 4 か月間 

 

(3) 参加事業者 

   佐川急便㈱、福山通運㈱、ヤマト運輸㈱（五十音順） 

 

(4) 対象エリア・対象貨物 

袋町、三川町などの商業施設が集積している都心のエリアに集配される一般商業貨物 

 

 (5) 実施方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 路上駐車台数の変化 
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（三川町） 
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②それぞれ、トラックか
ら台車等へ荷物を積替 

広島市中心部 

荷主 
（店舗、ｵﾌｨｽ等） 

 

 
 

 

①各物流事業者は、自社の荷物を
共同荷さばき施設へトラックで
搬入 

 

 

③各社がそれぞれの荷主へ
台車等により集配達 

 

実験期間中と実験期間外の路上駐車台数(貨物車)の変化 

※7:00~19:00 の台数 


